
 

研修名 
専門課程 無人航空機の安全管理と操作の基礎（Ⅰ期）（Ⅱ期） 【集合】 
 （平成２８年度～：平成２９年度まで「特別課程 ドローン等による調査・測量〔ドローン調査の導入から応用まで〕」） 

（平成３０年度～：令和４年度まで「専門課程 無人航空機（ドローン）の安全管理と基本操作（Ⅰ期）（Ⅱ期）」） 

 

目 的・ 

重点事項 

 国土交通行政を含む様々な分野において利活用が可能な無人航空機（ドローン）につ

いて、各種の調査・測量等の業務に従事する実務者自身が、ドローンの活用を検討する

ための基礎的な知識と技術を修得することを目的とする。 

 

 以下の点を重点項目とする。 

 ① ドローンの基礎操作技術の修得 

 ② ドローン運用における安全管理や機器管理等の基礎知識や知見の修得 

 ③ ドローンで撮影した画像を用いた３次元データの作成等の基礎知識や知見の修得 

 

対象者 

 国土交通省、他府省、都道府県、政令指定都市、特別区、市町村、独立行政法人等、

団体の職員で、災害対応、施設管理など様々な分野で無人航空機（ドローン）の活用を

検討している業務に従事している者 

 

定員(人) 

Ⅰ期 

Ⅱ期 

国土交通省 他府省 地方公共団体 独立行政法人等 団体 計 

１０ 

１０ 

２ 

２ 

１０ 

１０ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２４ 

２４ 

研修期間 
３４．０時間 

５日間 

Ⅰ期：令和５年１０月 ２日（月）～ 

  令和５年１０月 ６日（金） 

Ⅱ期：令和５年１０月１６日（月）～ 

   令和５年１０月２０日（金） 

 

 

カリキュラ

ム内容 

(予定時間) 

１．講義（８．０） 

 ① 無人航空機に係る航空法の概要等 

 ② ドローン等で撮影した画像等による三次元測量 

 ③ 被災情報把握と災害対応への活用 

 ④ 国土交通行政におけるドローン等の活用事例（生産性向上、災害対応） 

２．実習（２３．５） 

 ① ドローンの基本操作と機器管理の実習 

 ② ドローン運用時の安全管理等 

３．その他（２．５） 入校式、修了式、オリエンテーション、ガイダンス 

計 ３４.０ 

 

前年度からの 

主な変更点 
基礎的な知識や技術を学ぶ研修とし、対象者をドローンの活用を検討している業務従事者に変更 

担  当 測量部 測量新技術研修官（TEL：０４２－３２１－０９５７） 

備  考 テキスト代・実習教材費（予定）２４，０００円、 移動交通費（予定） ４，０００円 
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